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ローマ帝政期のモルタリアスタンプ

荻　野　繁　春

Stamped Mortaria in the Roman Empire

Shigeharu OGINO

All coarse ware mortaria are less common in many parts of the Roman Empire than might be 
expected. Mortaria are bowl-shaped vessels with a hooked flange or a flatter flange rim, and have a 
spout formed in the rim, and grit embedded in the inner surface. The study of mortaria is of great 
value to Romanized culture.

It is likely to affix a stamp on amphorae and mortaria in the Roman Empire. Mortarium stamps are 
a most important resource for the study of the development of the Industry. In the Roman Empire, it 
appeared as 'mortarium(mortaio)' in a cookery book, De Re Coquinaria, a cookery book in the period of 
Tiberius (A.D.14-37). It is referred to for the 36% recipes in the book.

The practice of stamping mortaria was less common in the first and second centuries. 
Many mortarium potters stamped to their wares with name-stamp, sometimes with a second 
stamp(counterstamp). The name-stamps are usually on the near the spout, and counterstamps are to 
be placed opposite the name-stamp. The stamp on mortaia includes Latin stamp and Greek stamp. 
The amount of stamped mortaria that I have registered in the data base is 1273 stamped mortaria. I 
record over 200 named potters.

Two main groups of first - century potters are concerned, the most important in each group being 
Q.Valerius Se‥‥, and Q. Valerius Veranius. The potters of Q.Valerius Se‥‥ group includes potters 
such as Buc[c]us, Fronto, Orgilus, Paullus and Summacus etc, and the potters of Q.Valerius Veranius 
group includes potters such as Q.Valerius Esunertus, LitugenusII, Gracilis etc. Each product of two 
groups is made from similar clays and using a particular form of rim. The name of a potter is the 
following meaning. The case of Q.Valerius Veranius, Q is the praenomen, Varelius is the nomen, and 
Veranius is the cognomen.

Albinus is of particular interest because he is the most common of potters in Britain, for whom 
more 400 stamped are now known. He is within the period about A.D.60-90. Similarly, Matugenus is 
of particular interest potter. One mortarium found in London, MATVGENVS, ALBINI.FI, indicating 
that Matugenus was the son of Albinus.

Each group is typified by the use of a particular form of rim. Stamped mortaria which Albinus 
produced, have a high, hooked and deep flange with slight beading. On the other hand, stamped 
mortaria which Q.Valerius Veranius produced, or Gillam238, have a mortarium with wide flattish 
rim.

By comparing stamped mortaria, it is possible to identify potters that moved from one workshop 
to another. The stamped mortaria of Regalis are found at the production sites of Colchester and 
Ellingham. He moved from Colchester to Ellingham. There are such many case.
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はじめに

いつの時代でも、陶器は様々な情報を有する重要な資料

である。例えば、日本の古代や中世の陶器には、稀ではあ

るが、表面にヘラ記号や刻印の施されたもの等がある。そ

れは一部には国名であったり、生産者を示すようなもので

あったり、あるいは所有者を示す可能性のものであったり

するが、現実には、アジア世界の陶磁器にはそうした情報

をもつ物は少ない。ところがヨーロッパのローマ時代に目

を転ずると、ローマ陶器には、スタンプ等による陶工等の

情報があり、アジアでは想定し得ないような情報を手にす

ることができる。そこでここでは、情報を手にするために

欠くことのできないデータとして、ローマ時代のモルタリ

アスタンプのデータを集め、様々な視点からスタンプにつ

いて考えてみることにする。

１．モルタリウムについて

ローマ帝政期において、モルタリウム（筆者は擂鉢等と

呼称）は調理上重要な容器であった。どれほど重要なも

のであったかは、Marcus Gavius Apicius の料理書であ

る『De Re Coquinaria』を読めば分かる（Ogino 1997）。

Apicius は、紀元前 27 年から紀元後 37 年頃の人物で、フォ

アグラなど今に至る著名な料理を考案した人物としても

有名である。その料理書に登場するのがモルタリウムで、

例えば次のようである。「海老のすり身」という料理には、

「･････ et in mortario teruntur cum piper et liquamine 

optimo, ･ ･ ･ ･ ･」とあり、「海老を胡椒や最良の漁醤と共に

モルタリウムで擂り合わせ団子に」する料理である。この

料理書を読めば、多くの料理でモルタリアが使われてい

たことが分かる。そしてこの容器には、製作者の名前を

スタンプしたものがある。考古学的にも重要な資料となっ

ているモルタリウムという容器は、平らな底から逆ハの字

状に開いた形で、多くは１か所に注ぎ口をもち、その使用

方法の一端は、底が磨り減ったモルタリウムから知ること

ができる（図１の１、Taylor 1977）。そしてこの容器と

擂粉木が一体となり、ローマ帝国期の調理文化である「モ

ルタリア文化」を形作ることになった（同図２、Green 

1992）。

ローマ陶器には精製陶器と粗製陶器があり、粗製陶

器は日常生活で頻繁に使う容器である。先にあげた料

理書のように、モルタリアは、mortarium（mortaria

や mortario）で頻繁に登場する。また次のような刻銘

文をもつ容器がある（Hartley 1993）。完全ではない

が、[ ･･ ]VRIILI/[ ･･ ･ ･ ･ ･ ]RIVM とあり、これは [A]ureli/

[mortar]ium、つまり Aurelius’s mortarium で、Aurelius

の mortarium となる。このように、こうした容器がモル

タリウムと呼ばれていたのである。

ところで、スタンプは考古学的にはどのような意味をも

つのであろうか。まず産地と消費地との関係を直接的に知

ることができる。産地で確認されたスタンプと同じものが

消費地遺跡で出土すればである。産地の同定が容易であ

る。そしてある産地でいくつものスタンプが出土するとし

たら、陶工の人数や生産規模についてまで考えを及ぼすこ

とができる。また同じスタンプが別の産地で出土したとし

たら、陶工の移動という、窯業生産において、最も興味は

あるが検証の難しいことが行える。同じスタンプはいくつ

かの器種にも押されるのだろうか。つまり器種別分業につ

いてもアプローチが可能である。さらに同じスタンプがい

くつもの消費地遺跡で出土するとしたら、流通範囲を知る

ことも可能である。この他にも、色々と考古学上興味ある

事柄を思い浮かべることができる。

２．モルタリアスタンプの研究

おそらくこの分野での第一人者といえば、イギリスの

K.H.Hartley 氏（以下 Hartley 氏）である。氏の研究は、

モルタリアのみならずローマ陶器研究に極めて重要な位

置を占めていて、いずれの報告書においても、氏のコメン

トが付されている。
図１　ローマ帝政期モルタリウム（Taylor 他 1977、Green 1992

より作成）
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研究史において、氏の研究成果は数多くあるが、その中

でも重要と思われるものを選んで概述したい。

1977 年、「１世紀代にモルタリアを生産した主要な２

つの生産者」と題した論文で、２つの主要な生産者をあ

げ、当時の大陸を含めた生産体制の一端を明らかにした

（Hartley 1977）。それによると著名な陶工グループが２

つあり、グループⅠの代表的スタンプが Q.Valerius Se ＿、

グループⅡが Q.Valerius Varanius で、前者は Neronian

～mid-Flavian（A.D.55-85）期、後者がFlavian期（A.D.69 

- 100+）の陶工群であるとした。

こうした２人の陶工を代表とする２つの陶工群は、同じ

ような口縁部の特徴をもつ群として認識されている。グ

ループⅠには２種類の口縁部、口縁部１は鍔状口縁部が強

く下方に短く折れ曲がるものであり、口縁部２は幅広で大

きな鍔が長く下方に伸びるものである。グループⅡには口

縁部３と４があり、前者は鍔状口縁部がやや長めに横方向

にに伸び端部がわずかに下に向くもの、後者は口縁部３の

端部の下方への折れ曲がりが顕著なものである。氏による

と、これら２つのグループに属する陶工として、グループ

Ⅰが９名、グループⅡが 24 名があげられている（なおグ

ループⅡには不明が２人）。なおこうしたグループは口縁

部の分類に基づく。

論文では様々な名前とスタイルのスタンプのあること

が分かる。たとえば、Q.Valerius Veranius だったり、

Cacumattus だったりする。これらスタンプが人名だとし

て、古代ローマの市民は三つの部分名をもち、Q.Valerius 

Veranius の場合だと、Valerius が族名で Veranius が

姓名ということになる。なおスタンプからすると、この

Varelius 族がこの時期の著名なモルタリア生産の陶工で、

自由民であったことを示すという。

それぞれのグループごと、詳細な分析が行われている。

まずグループⅠのうち最も出土数が多い Q.Valerius Se ＿

は、第三名として Severus か Secundus が考えられ、彼

は少なくとも３種類の口縁部を作っていたようだ。タイ

プ１の口縁部は、このグループが最も好んで作ったもの

だが、タイプ２は彼が唯一作ったもので、もともとはフ

ランスの Aoste（Ise`re）の陶工が作っていた口縁部のう

ちの１つである。なお Aoste（Ise`re）ではこれに続く陶

工達、G.Atisius Sabinus、G.Atisius Gratus、L.Atisius 

Secundus といった Atisii（us）族がモルタリアを生

産し、これらがブリテンやドイツ、さらにはイタリア

の Herculaneum でも出土することから、１世紀後半頃

（A . D .75 年以前）に比定されている。２番目に多く出土

しているのが Summacus で、４タイプのスタンプがある。

つまり SVMACI、SVMMACF、SVMMACVS:ARO // 

NIVIS FIL ･ FECIT、SVMM FE で、SVMM FE の口縁部

は、Aoste（Ise`re）の Atisii（us）グループの口縁部に認

められるようだ。つまり彼は Atisii（us）グループとの強

い関係が考えられ、ベルギーやブリテンに Aoste（Ise`re）

から移住したとの指摘である。

次にグループⅡの中心的な存在が Q.Valerius Veranius

で、少なくとも 10 種類のスタンプが出土しており、その

うち２種類のスタンプがフランスの Bavay から出土して

いるところから、フランス各地からブリテンに移住したと

される。この際、彼等は熟練工や奴隷を伴ったのではとも

する。なお Q.Valerius Veranius と同じ様なモルタリアを

作った人物として、Q.Valerius Suriacus の存在も指摘さ

れている。

こうした口縁部の特徴等によって分類された陶工群が、

それぞれ同じグループで、同じ伝統、同じ地域、同じ時期

に活動していたのではないことが強調されていて注目さ

れる。

この論文を基点として、この後も氏は Verulamium 等

の報告を通してスタンプ資料を集積し発表したのが 1998

年の論文、「ローマ帝国におけるスタンプを施したモルタ

リアの出現」である（Hartley 1998a）。これは、ブリテ

ンで多数出土するモルタリアスタンプの出現を求めてフ

ランスに渡り、情報を収集した論文である。

この論文によると、この時点でのモルタリアスタンプの

出土数は、生産地・消費地を含めて 15,455 点以上に達す

るという。このうちブリテンからの出土数は 10,000 点以

上で、ブリテンでの生産・消費が目立つ。なおブリテン以

外ではフランスでの出土も目立つ。

ブリテンで最も著名な陶工は 400 点以上確認されてい

る Albinus で、他にも Flavian 期（A.D.69-96）に生産活

動を行っていた Matugenus、Sollus、Q.Rutilius Ripanus

等が、Verulamium 地域で生産活動に従事していたこと

を前提に、フランス地方で生産活動を行っていた陶工達で



58 福井工業高等専門学校　研究紀要　人文・社会科学　第 43 号　2009

あったのかどうかの問題点を明らかにしようとした。この

ようにこの論文では、著名な陶工の存在を示すスタンプの

分析から、フランス地方での活動ぶりとその移動を明らか

にした。

まず、Albinus を中心とした陶工達の生産したモルタリ

アが同じ胎土で同じ形をしていることから、ブリテンで

は Verulamium 地域での生産が行われていたことを、同

地で Matugenus のモルタリアスタンプが出土したとの

Suggett 氏の公表を踏まえて明らかにした。果たして彼ら

はフランス地方で生産活動をしていたのか。

Albinus や Q.Rutilius Ripanus は自分のスタンプとし

て、名前以外にも Lugdunum ないしは Lugudunum と

いった活動場所を示すスタンプを使ったが、これらから、

フランスのリヨンやオランダの Lugudunum Batavorum

がその生産場所と指摘されてもいる。なおブリテンの

Verulamium 地域にある産地の１つ Bricket Wood で、

LVGD.F と読めるスタンプが、55 年から 75 ないし 80 年

頃に位置づけられる Oastrius が使った窯で発見されてお

り、この地が Lugdunum ないしは Lugudunum とされ

る地であった可能性が高いようだ。

このように著名な陶工 Albinus に関しては、フランス

地方での先行した生産活動についての確たる証拠は見つ

け得ないとした上で、Verulamium 地域の Bricket Wood

が活動の場所であった可能性を述べている。ただ Albinus

と非常に関係のある Matugenus スタンプが、ブリテンに

分布するサミアン陶器にも施されている点からして、彼は

フランス地方での生産活動に従事していたとも考えられ、

その父とされる Albinus の生産活動がどこで行われてい

たのか、よく考える必要がありそうだ。

氏が、フランスのモルタリア･スタンプを求めて情報を

収集した２つ目の目的は、ブリテンでも多くのスタンプが

発見されている Q.Valerius Veranius とフランスとの関係

であった。この陶工に関するスタンプは、フランス北部

で数多く見つかっているようだ。特に産地である Bavay

郊外の採土場とされる Sablie`res から発見されていて、

Bavay で活動していた可能性があるのではないかとされ

る。

彼の作るモルタリアの特徴は、幅広で大きめの鍔状口

縁部にある。いわゆる Gillam238 型式で、Hartley 氏の

1977 年の論文による口縁部３類、Q.Valerius Veranius

が代表者とされている。この型式のモルタリアを生産した

陶工として、他にも Q.Valerius Suriacus の存在があげら

れている。この両者が Bavay で Gillam238 を生産してい

たことを示す直接的な証拠を見い出せないが、Q.Valerius 

Veranius については、先駆的な生産者と考えられてい

るようだ。ただ彼のモルタリアと Bavay で生産された

Q.Valerius Veranius のモルタリアとは多少その特徴を異

にしているようだ。非常に重要な問題である。

Gillam238 モルタリアを生産した陶工をあげている。

確実に名前の分かる陶工として 12 名、他に不明なもの

があるとして、ブリテンでは 252 点、大陸から 59 点の

スタンプがそれぞれに確認されている。なお Q.Valerius 

Veraniu のスタンプは 137 点確認されていて、全体の半

数以上を占める。

ブリテンで数多く分布する Gillam238 モルタリアは、

Bavay よりむしろ他の地域で生産されたモルタリアとの

指摘である。Ben Redjeb 氏の報告による Noyon（Oise）

での生産地資料から、この地で生産された Gillam238 モ

ルタリアのブリテンへの分布を強調する。そして明らかに

されたスタンプの Cacumattus と C.Iulius Priscus から、

この２人がこの地で生産活動に従事していたことを指摘

する一方で、同時に発見されている Q.Valerius Veranius

は生産活動について否定的である。

次に、1977 年の論文においてあげられたもう一方の主

たる生産者でありモルタリアのグループⅠについて、特に

鍔状口縁部が深くフックするタイプの生産者として、代

表的な Q.Valerius Se（---）を始めとして 12 名をあげる。

ブリテンで 83 点、大陸で 12 点のモルタリアスタンプが

確認されていて、50 年から 85 年の年代が与えられてい

る。なお Q.Valerius Se（---）のモルタリアスタンプは 44

点で全体の半数である。そしてフランス地方では、いくつ

かの生産地があり、特にノルマンディーの Tongeren と

Iton 川に挟まれた地域等が有力視されている。

この論文では、ブリテンで注目される陶工の足跡を求め

てフランス地方の資料を集める中、陶工それぞれの活動場

所が同定されたことは注目される。一方でそうした陶工と

モルタリアとの関係が不明な点もある。

1977 年と 1998 年の論文を比較すると、特に陶工とモ
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ルタリア型式との関係で、何人かの陶工の分類が変わって

いる。いずれにしても 1998 年段階では、重要な陶工によ

るモルタリアの生産が、フランスで行われていたことを明

らかにしたことになる。

このように Hartley 氏の論文は、ローマ陶器研究に重

要な視点と成果をもたらしたが、そうした成果を踏まえ

て、さらに個別の生産地と陶工との関係を網羅的にまと

め、情報処理的に多くのデータを提供したのが P.A.Tyers

（以下 Tyers 氏）である。

Tyers 氏は 1996 年、ブリテン出土のローマ陶器に関

する『ブリテンのローマ陶器』を著し、その中でモルタ

リアの産地をあげ、活動した陶工達を提示した（Tyers 

1996）。さらにインターネットを介して情報を提供する。

そこには、モルタリアの胎土や年代、個々の実測図・写真

等も登録されている。最新は 2007 年度版である（http//

www.potsherd.uklinux.net/index.php）。

そこでは、モルタリアを生産した 23 の産地をあげ、

陶工の判明する 13 産地と共に、各産地で生産活動に従

事した陶工を産地別に 142 人あげている。最も多いの

が Verulamium 地域の 34 名であり、以下 Mancetter-

Hartshill 30 名、North Gaulish 23 名等である。ただあ

げられた陶工は、産地23のうちの産地13の陶工達であり、

実際のところ、イタリアでも陶工名スタンプの存在が考え

られ、その意味では、もっと多くの陶工が各地で活躍して

いたことには間違いないであろう。

氏のデータ提供は詳細にわたる。各地の各陶工が

いつ頃活動していたかを活動期間とともに示す。た

とえば、Doccas の場合、２か所で活動しており、ま

ず Verulamium 地 域 で 85 年 か ら 110 年、 そ し て

Mancetter-Hartshillで100年から125年といったように、

Verulamium から Mancetter-Hartshill 地域に移動して生

産に従事したといった具合である。こうした陶工の移動例

がいくつか示してある。もっともこうした陶工の移動に関

しては、Hartley 氏も先にあげた論文で具体的に指摘して

いる。

このように Tyers 氏のデータ提示は詳細なものである

が、個々のデータの根拠となるようなものは、インター

ネットによるデータ提示という性格上、年代を含め不明で

ある。

ところで、先にあげた Hartley 氏の論文を筆者が注目

するのは、陶工とモルタリア型式との関係が、特に口縁部

の形と陶工との関係がいくつか指摘してある点である。そ

の意味において、もう１人の研究者とその成果を指摘して

おく。ブリテン北部の資料に限定されているが、モルタリ

アの型式設定は、その後のローマ陶器研究に大きな影響

を与えている、J.P.Gillam 氏の業績で、それは 1957 年初

版の『ブリテン北部における粗製陶器のタイプ』と題す

る論文である（Gillam 1957）。ここでは、ローマ陶器を

タイプ１から 350 に分け、モルタリアについては、その

うちの 236 から 290 までの 55 タイプを設定し、例えば

Gillam238 等として現在も使われている。

具体的には次のようである。著書に型式としてあげられ

た Gillam240 と呼ばれるモルタリアには、Brucius とい

う陶工のスタンプがあり、同じようなモルタリアを生産し

た陶工として、他にも Albinus を始めとする 13 名の陶工

があげられている。

３．モルタリアスタンプ（database　１～ 23）

研究史でもあげたが、ローマ帝政期のモルタリアスタン

プ研究の第一人者である Hartley 氏によれば、これまで

に発見されたモルタリアスタンプは１万点を超すとのこ

とである。筆者が示したのは、各報告書を参照し自分自身

で確認できるスタンプのデータである。Hartley 氏のデー

タ数からすれば数が少なく、1270 点余りである。

筆者は、陶工別スタンプ 240 種余りを確認した。内訳

はブリテン 24 産地 169 スタンプ、イタリア１産地 14 ス

タンプ、シリア１産地 16 スタンプ、フランス５産地 32

スタンプ、ドイツ１産地３スタンプである。このように多

くはブリテンのスタンプである。

スタンプはほとんどがラテン語名だが、わずかながらギ

リシア語名によるスタンプもある。いずれも大文字表記で

ある。示したデータは各報告書によるが、産地出土のスタ

ンプは少なく、各モルタリアの胎土等の特長により産地が

決定されている。

どのような遺跡からどのようなモルタリアスタンプが出

土しているのかいくつか示しておこう。筆者のデータベー

スで出土数が最も多いのが、ブリテンの Verulamium 遺

ローマ帝政期のモルタリアスタンプ
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跡である（Frere1972、83、84）。この遺跡は、ローマ時

代ブリテンの長期にわたる大規模都市の１つで、特に 61

年以降、都市としての発展が顕著である。この都市を中心

にして周辺にはいくつかのモルタリア産地が点在し、陶器

生産上、Verulamium-region 窯、Verulamium 地域陶器

として分類される。Verulamium-region 窯とされる産と

して、Bricket Wood 窯、Brockley Hill 窯、Radlett 窯そ

れに Verulamium 窯がある（Hartley 1972a、1984a）。

今データベースから、この Verulamium 地域で出土し

たモルタリアのスタンプは、おそらく 100 点以上になる

表１　Verulamium 出土のスタンプ名
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ものと思われる。判然としないスタンプも多いが、出土し

たスタンプ名を数えると 48 種類ほどになる（表１）。ほ

とんどの陶工はこの地でモルタリアを生産していたが（37

人以上）、何人かの陶工はこの地での生産は確認できず、

他の地域で生産されたモルタリアが流通しこの地で消費

されたことが分かる。中にはイタリアの陶工 Q.Lucilius 

Crescens やドイツの陶工 Verecundus、あるいはフラ

ンスからベルギー地帯の生産者 Adiutor、Q.Valerius 

Secundus 等のスタンプがある。この地で確実に生産活

動に従事していた陶工として、Brockley Hill 窯出土の陶

工達 Doccas、Gissus、Doinus、Lallans、Matugenus、

Melus、Satantotti、Sollus 等が確認できる。なお今あげ

たスタンプの時代は 55 年から 155 年頃である。

Verulamium と共に重要なのが生産遺跡でもある

Colchester である（Hull 1958、1963）。115 点以上の

モルタリアスタンプが出土していて、少なくとも 18 名

の陶工名を記したモルタリアが見つかっている。18 名の

中には、この地で生産活動を行っていた陶工として、少

なくとも 11 名の陶工の存在が確認できる（Acceptus、

Ammius、Baro、Cunopectus、Dubitatus、Martinus、

Marius、Messor、Regalis、Titus、Vitalis 等）。これら

は 140 年から 200 年頃の陶工である。

Verulamium、Colchester とも都市遺跡･生産遺跡の複

合遺跡として年代決定にも重要な遺跡だが、はっきりし

た生産遺跡出土のスタンプがある。Ellingham 窯では、

Regalis を中心に Lunaucis のスタンプが見つかってい

て、彼ら２人が関係した窯であることがわかる（Hartley 

1997a）。

データによると、ほとんどがブリテンにおいて生産活動

を行っていた陶工達だが、大陸で生産活動に従事していた

陶工達もいる。特にモルタリアの故郷であるイタリアにお

いて、少なくとも 14 人ほどの陶工が確認できる。また、

モルタリア生産の拡大にも大いに関係あるフランス地方

で生産活動を行っていた陶工達のいたことも分かる。

４．モルタリアスタンプについて（図２）

スタンプによって陶工名は分かる。資料としては、スタ

図２　モルタリアスタンプ（縮尺１～６．１：２、７．１：４、８．９．の写真は縮尺不同、各報告書より作成）
１．２．Q.VALERIVS VERANIVS（Cunliffe 1968、Hartley 1998）、３．４．ALBINVS（Davies 他 1994、Hartley 1978c）、
５．ЄΙΡΗΝΑΙ／ＹΤＹXΙ□（Hayes 1967）、６．７．MATVGENVS（Davies 他 1994）、
８．イタリアのモルタリウム（Hayes 1997）、９．シリアのモルタリウム（Hayes 1997）

ローマ帝政期のモルタリアスタンプ
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ンプそのものというより、モルタリアの一部にスタンプで

施された陶工名ということになる。筆者等が手にすること

のできるのは、報告書等に掲載されたスタンプ名であり、

フルネームの判明するものもあるが、そうではなく陶器破

片の一部に残るスタンプ名といった場合が多い。スタンプ

はモルタリアの器形とも密接に関係していて、大きく外側

に張り出した口縁部、つまり鍔のように張り出した部分に

施される（７～９）。したがって、器形の変化つまり口縁

部が変化してスタンプ可能な部分が狭くなると、スタンプ

が施されなくなる可能性がある。

種類としては、２段名のスタンプ（Ⅰ類）、１段名のス

タンプ（Ⅱ類）、対スタンプを伴うもの（Ⅲ類）がある。ほ

とんどがラテン語名のスタンプである。まずⅠ類として、

Q.VALERIV/VERANIVS（１）と εΙΡΗΝΑΙ/ЄＹＴＹＸＩ

（５）をあげた。前者はラテン語名であり後者はギリシア

語名で、前者は Q.Valerius Veranius 陶工を示す。この

名前の陶工はⅡ類でも、VERANI スタンプ名で登場する。

また ALBINV との表記をもつ Albinus も同じである（４）。

Ⅲ類は１か所に名前のスタンプを施し、注口を挟んで対を

なすような所に場所等を示すスタンプを施すものである

（７）。例えば、ALBINV と LVGVD（３）、MATVG と

FECIT（６）といったものである。

こうしたスタンプを集めて検討することにより、様々な

ことを知ることができる。ある陶工のスタンプを集めてみ

ると、何種類ものスタンプがあることに気づく。つまり１

人の陶工が何種類ものスタンプを使ったのか、あるいは陶

工グループのようなものが存在したのか等、生産規模を推

測することも可能である。同じスタンプをもつモルタリ

アは同じ特徴をもつものか。形の違いがどの程度かによっ

て、時期的な違いなのか、あるいは個人差などかも推測す

ることが可能である。またスタンプの陶工名や他の文字か

らも、当時の様々な情報を手にすることができる。ある産

地で生産活動に従事していた陶工達は、同じ文字のスタン

プを使っているのである。

個別のスタンプによる陶工を検討する。

（１）Q.Valerius Veranius のモルタリアスタンプ（図３）

この陶工名のスタンプは、これまでにブリテンを中心に

フランスを含め 170 点以上が見つかっていて、10 種類以

上のスタンプの型が確認されている。まずはどのようなス

タンプが出土しているのか提示してみよう。報告されてい

図３　Q.Valerius Veranius モルタリアスタンプ（縮尺１～ 18．１：２、19 ～ 21．１：８、各報告書より作成）
１～ 10．Richborough（Bush-Fox 1913、1926、1928、1932、1949、Cunliffe 1968）、
11 ～ 13．Bavay（Hartley 1998）、14 ～ 21．Exeter（Hartley 1991、1992b）
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るスタンプを見る限り、完全なスタンプはあまりなく、い

くつかのスタンプから文字をつなぎ合わせて名前が読み

取れる。しかしその文字は複雑である。様々なスタンプ

から読み解いた名前が、Q.Valerius Veranius である。こ

こにはブリテンの Richborough と Exeter、フランスの

Babay 出土のスタンプを提示してみた。

提示した 18 点では、名前を２段に分けたスタンプが目

立つ（２～９・11・15・16・18）。これらⅠ類では、上

段に Q.VALERIVS、下段に VERANIVS をそれぞれ配置

したスタンプから（４・５・６・８・11）、Q.Valerius 

Veranius ということになる。いくつかに分類してみると

次のようである。上段と下段の境と外周に文様帯をもつも

の（Ａ類、５・６・11・15・18）、上段と下段の境に文

様帯がなく外周に文様帯のあるもの（Ｂ類、２・３・７・

８）、上段と下段の境に文様帯があり外周に文様帯のない

もの（Ｃ類、16）、上段と下段の境にも外周にも文様帯が

ないか不明なもの（Ｄ類、２・３・７・８）に分けられる。

文様帯の文様は、ほとんどが列点文のようであるが（４・

５・11・15・16・18）、上段と下段の境に竹管のような

文様を配置するものが１点ある（６）。

文字についてみると、まず上段にある Q.Valerius では、

ＶとＡを重ねて表現するものがあり（２・５・７・18）、

Q.Valerius Veranius を最も忠実に表すものである。ただ

この中には、ＬとＥを合わせて表現するものがあり（２）、

しかもこのスタンプにはⅠの表現が不明である。Ⅰ類で

は、上段に Q.VAL.CF、下段に VERANI ･ F ･とあるスタ

ンプが特異である（３・16）。また本来はＱであるべき文

字がＯに、VALERIVS とあるべきところが VAIIIRIVS、

VERANIVS とあるべきところが VIIRANIV となってい

て（11）、どのようにこのスタンプが解釈されていたのか

不思議である。

Ⅱ類はⅠ類より数は少ないが、単純なスタンプである。

Ⅰ類の下段名である Veranius の名前である。実際には、

単純化した VERANI の文字だけである。文字周囲の文様

帯は、左右には横帯文、上下には右開きの「く」の字状文

を配置する。こうした文字と文様帯をもつのがⅡ類である

（１・10・13・16）。ただ文字ではＥとＲのうちＥを逆文

字に表したスタンプでは（12）、周囲の文様帯も他のもの

とは異なっていて、左右に斜行線、上下に山形文のような

ものを配置する。

陶工 Q.Valerius Veranius の文字には様々な情報が隠

れている。古代ローマでは、Ｑが第一名（Quintus か）、

Valerius が第二名の族名、Veranius が第三名の姓名であ

る。この陶工が使ったスタンプには、「父はローマ市民」

だったことを示す Q.Val[erius]C[aii]F[ilius]Verani[us] や

生産場所を示す DOG（orC）AERIA FAC[tum] といった

ものもある（Hartley 1977）。

Q.Valerius Veranius が生産したモルタリアとは、どの

ような形をしたものであろうか。実は特徴あるモルタリア

を生産していた。それは Gillam238 と呼ぶタイプで（19

～ 21）、次のような特徴をもつ。口縁部に特徴があり、大

きく横に張り出した鍔状部は端部が小さく肥厚する。なお

内面の口縁部からわずか下がった所には突起が一周する。

ところで図示したモルタリアは Exeter 出土だが、種類

の異なるスタンプが同じ形のものに施されている。つま

りⅠ類のスタンプ、Ⅱ類のスタンプとも同じ形のモルタリ

アに施されている（14 と 19、15・16 と 20、17 と 21）。

このように、Q.Valerius Veranius の生産したモルタリア

は、Gillam238 タイプのモルタリアということになる。

さて Q.Valerius Veranius はいつ頃の陶工であろう

か。彼の活動期間は、ほぼ 65 年から 100 年頃とされ

ている（Hartley 1977 他）。根拠となっているのは、

Richborough のピット 125 から出土したスタンプで、60

年代から 90 年代が考えられる。さらに Castleford では

90 年から 100 年、Caerleon 等では１世紀後半である。

（２）Albinus のモルタリアスタンプ（図４）

ブリテンで最も著名なモルタリアの陶工が Albinus で、

これまでに 400 点以上のモルタリアスタンプが発見され

ている（Hartley 1998a）。Albinus は 60 年から 90 年

頃の陶工である。彼のスタンプは、Ⅱ類とⅢ類に限られ

るようだ。Ⅱ類では、ALBINVS ･ F（１・７・11）と

ALBINVS（２～４・10・12）があり、後者の場合、L 字

が棒状表現となっているものもある（２・８・10）。前者

は文字を「く」の字状線文で取り囲み、後者は文字を沈

線で取り囲む。Ⅲ類の場合、F ･ LVGVDV（５・９・10）

の他に VIANVACAE（６、実際はＡではなくΛの中に点

をうつが、VIANVACAE と解釈）がある。産地を示すか。

ロンドン出土のモルタリアの場合、注口部の左右に

ローマ帝政期のモルタリアスタンプ
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ALBINVS と F ･ LVGVDV をスタンプする（９）。またⅡ

類のうち、沈線で文字を囲むⅢ類の６と 12 は対をなす。

10 を見ればわかるように、２・４・８は５・９と対を成す。

一方１・７・11 のように最も整ったスタンプは単独で使

われたようだ。このように様々なスタンプがあるが、少な

くとも６種類以上のスタンプをもっていたようだ。

Albinus の ス タ ン プ で 注 目 さ れ る の が、 Ⅲ 類 の

F ･ LVGVDV で（５・８等）、これは f（actum） Lugudu（ni）

と思われ場所を示す。このⅢ類が Albinus と関係あるス

タンプであることは、ロンドン出土のスタンプを見れば

分かる（９）。つまり Albinus は LVGVDV でモルタリ

アを生産した。さて LVGVDV とは、先に Hartley 氏の

論文でみたように（Hartley 1998a 他）、Lugdunum か

Lugudunum と思われ、その候補地として、オランダや

フランスのリヨン郊外、さらにはイギリス Verulamium

の Bricket Wood 等が考えられる。残念ながら、今のとこ

ろ、その場所を限定することはできないが、Verulamium

地域の Bricket Wood が有力な候補地であることはすでに

みてきたところである。

Albinus のスタンプは様々だが、モルタリアには一定の

特徴がある。それは強く下方に曲がった厚みのある鍔状口

縁部である。内面の口縁部直下にはかなりはっきりとした

突起がめぐる。これまでのモルタリアの分類からすれば、

Gillam236 型式の系統かと考えられる。スタンプとモル

タリアとの関係を示せば、３と 15、９と 16、４と 13、

５と 14、６と 12 だが、実測図では、12 と 13 ～ 16 では

口縁部に多少の違いが認められる。12 のモルタリウムは

口縁部にやや厚みがなく、しかも対を成す一方のスタンプ

は特徴があった。

（３）Matugenus のモルタリアスタンプ（図５）

このスタンプは、80 年から 125 年頃、Verulamium

地域の Brockley Hill 窯で活動していた陶工の名前であ

る。スタンプには３種類ある。Ⅰ類では MATVGEN ････

（１）、Ⅱ類では上段に MATVG 下段に ENVS（２）、Ⅲ

類では一つのスタンプに MATVG、もう一方のスタンプ

は FECIT である（３）。名前の周辺には、Ⅰ類には丁寧

な綾杉文、Ⅱ類に線刻文、Ⅲ類に列点文を配置する。なお

６種類以上のスタンプが使われている。

ところでこの Matugenus のスタンプをもつモルタリア

は、いわゆる Gillam238 型式で、鍔状の大きく下方に折

れ曲がった口縁部の先端が内側に折れるもの（５）と単純

なもの（４）とがある。スタンプⅡ類の２は４、スタンプ

Ⅲ類の３は５に伴う。これらモルタリアは口縁部の形等が

微妙に異なる。

図４　Albinus モルタリアスタンプ（縮尺１～ 11．１：２、12 ～ 16．１：８、各報告書より作成）
１～７･ 12 ～ 15.Verulamium（Frere 1972、Hartley 1972a）、７･８．Richborough（Cunliffe 1968）、
９･ 16．London（Davies 他 1994）、10 ･ 11．Southwark（Hartley 1978c、1978e）
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Matugenus のスタンプで注目されるのは、ロンドンで

出土した１つに MATVGENV、もう一方に ALBINI ･ FI

とのスタンプがあり、これは Matugenus が Albinus の子

供であることを示す（Hartley 1998a）。つまり親子での

生産活動が Verulamium 地域で行われていたことが分か

るのである。なお両者の胎土形等に類似点がある。

また Matugenus に関しては、彼のスタンプはモルタリ

アの他にもサミアン陶器に使われており、Matugenus が

様々な陶器を作っていたことがわかる。モルタリア生産者

としては稀な存在である。

（４）Doinus のモルタリアスタンプ（図６）

産地と窯が明瞭な陶工の１人が Doinus で、70 年から

110 年頃、Verulamium 地域の Brockley Hill 窯を中心

に生産を行っていた。その特徴を記すと次のようである

（Castle 1972,、Hartley 1972b、1984b）。

Doinus のスタンプとして４種類が分かっている。Ⅰ類

（１・４）とⅡ類（２・３）があって、Ⅰ類には DOINVSF（１、

Ａ型）、DOINVS（４、Ｄ型）があり、後者は大きめの列

点文を周囲にめぐらす。Ⅱ類は１つが DOINVS で、もう

一方が EECIT とする単純なもの（２、Ｂ型）、２つ目が

DOINVS でもう一方が EOE であろうか（３、Ｃ型）。後

者はＤ型のように大き目の列点文が周囲をめぐる。

それぞれのスタンプは、どのようなモルタリアに使われ

ていたのだろうか。まずＡ型スタンプのモルタリアは、鍔

状に大きく下方に外反した口縁部の先端は舌状をなし、内

面の口縁部やや下に明瞭な突起が一周する（５・６）。Ｂ

型スタンプのモルタリアは、口縁部の特徴等がＡ型モルタ

リアスタンプに類似し、一部に外反の度合いが弱まる傾向

のものもある（８）。モルタリアスタンプＤ型は、口縁部

の下方への外反が弱く端部も断面が面的をなす（９･ 16）。

Brockley Hill 窯では、Ａ型・Ｂ型・Ｄ型のモルタリア

スタンプが確認されていて、Ａ型２点、Ｂ型４点、Ｄ型

30 点と、Ｄ型が最終的な生産に関わるスタンプであった

かのように最も多く出土している。なお窯体内からはＡ

型・Ｂ型・Ｄ型がいずれも出土しており、なかでもＤ型が

多い。

各スタンプの型の使用は、各モルタリアの変遷より、Ａ

型からＢ型そしてＤ型と続き、Ａ型が 70 年から 100 年頃、

Ｂ型 75 年から 105 年頃、Ｄ型 85 年から 110 年頃という

ことである。

（５）London 官営工房関係モルタリアスタンプ（図７）

ここにあげるスタンプは、陶工名を示すものではな

く、公的な機関で生産されたモルタリアのスタンプで、

Hartley 氏の報告によると次のようである（Hartley 

1996）。

胎土の特徴等から、Verulamium 地域で生産されたと

考えられ、時代は、80 年から 120 年頃のものである。明

らかになっているスタンプは、① P ･ PR ･ B[R]（B は不

明）（１）、② P ･ PR ･ [BR]（２）、③ P ･ PR ･ [BR]（３）、

④ P ･ P[ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ]（４）、⑤ P ･ P[ ･･ ･ ･ ･ ･ ]（３番目は R か）

（５）、⑥ P ･ P ･ B[ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ]（６）、⑦ P ･ PR[ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ]（７）、

それにスタンプの提示はないが、⑧ P ･ P ･ B ･の８点である。

これらを復元すると、①～④･⑤･⑦は P ･ PR ･ BR、⑥は

P ･ P ･ BRI ･ LON（⑧も類似）となる。このように復元さ

れるスタンプだが、例えば①～④･⑤･⑦のスタンプに関し

ても、同じのものとは考えられず、少なくとも２種類のグ

図５　Matugenus モルタリアスタンプ（縮尺１～３．１：２、4 ･ 5．１：８、各報告書より作成）
１･２･４．Southwark（Hartley 1978a、1978d）、３･５．London（Davies 他 1994）

ローマ帝政期のモルタリアスタンプ
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ループで、８種類のスタンプがあったということになる。

なお P ･ P ･ BRI ･ LON は文字の略称だが、次のような

文字が考えられる（Collingwood 他 1993）。つまり、Ｐ

（rocuratores）、Ｐ（rovinciae）、Bri（tanniae）[Lon（dini）]

で、The procurators of the province of Britain[at 

London]、「ブリテンの属州、ロンドンの行政長官」との

意味だろうか。

これらのスタンプをもつモルタリアの口縁部は様々で

ある。これはスタンプがいく種類にもなる点とも一致す

る。口縁部が大きく下方に曲がるタイプが中心で、特に１

世紀後半の口縁部をもつものが古く（８・13）、他は２世

紀代である（９～ 12）。

ところで、これらのスタンプは２種類のタイルスタンプ

と同じであることが明らかにされている。タイル生産の特

殊性、一般的な生産活動ではなく公的な機関による生産を

考慮すれば、こうしたモルタリアもタイル生産の中で、恒

久的ではないにせよ生産されたことが判明する。しかもそ

れが何十年にもわたっていたことが推測されるのである。

（６）Syria 産モルタリアスタンプ（図８）

帝政期支配地の東端に位置する Syria で生産されたモル

タリアには、一部ラテン語名のスタンプの他、多数のギリ

シア語名のスタンプが施されていて、その特殊性から注目

される。３世紀から４世紀のモルタリアで、今のところ産

地として、Syria の Ras el-Basit の存在が分かっている。

この種のモルタリア研究を主導した Hayes 氏によると次

のようである（Hayes 1967、1997）。

スタンプはⅠ類で、名前を２段に記す名前だけの単純

なものである。今判明している陶工名を記すと（カッコ

内のラテン語名は筆者による）、① Alexan Drilada（４）、

② C.Bellici Zmaragdi（Zmacacdi）、③ CΑΛΛΑΜΟY/

ΑΛΕΑΝΔΡΟY（Callamou Alex（ks）andr（r h）

ou）、④ΔΙΟΝ ϴЄΙ/□ΚＯＹ□□（Dioneikou）（３）、⑤

ΔΙΟΦΑΝ/ΤΟYΒΟY（Dioph（f）antoubou）、⑥

ΔΟΜΝΟＹ（Domnou）、⑦ΔΟΞΑ（Dox（ks）a）、⑧

ΕΙΡΗΝΑΙ/ΕYΤYΧΙ（Eire－naieutuchi）（８）、⑨

ΕYΚΑΡΠΙΑ（Eukarpia）（2）、 ⑩ ΕYΤYΧΩΣ/

ΕΙΡΗΝΕΣ（Eutuxo－seire－nes）、⑪ΓΕΜΛ/ΛΙΝΟY

（Gemellinou）、⑫ΗΕΡΜΟ/ΓΕΝΟYΣ（Hermogenous）

（６・７）、⑬ΚΑΣΣΙ/ΑΝΟY（Kassianou）（１）、⑭

ΛΑΔΑ/ΤΟΣ（Ladato）、⑮ΘΕΩΝΔ/ΩΡΗΜΑΤΑ

（Theo－ndo－re－mato）、⑯ΤΙΜΟΚ/ΛΗΤΟΣ（Timoklo－tos）

等である。このうち①と②はラテン語名で、それ以外はギ

図６　Doinus モルタリアスタンプ（縮尺１～４．１：２、５～ 16．１：８、Castle 1972、Hartley 1972 より作成 )
１．Doinus-A 型、２．Doinus-B 型、３．Doinus-C 型、４．Doinus-D 型、５･６．Doinus-A 型、
７･８．Doinus-B 型、９～ 16．Doinus-D 型
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リシア語名である。

それでは、Syria 地域の Ras el-Basit で焼かれたと考え

られるギリシア語名を中心としたスタンプを施したモル

タリアとはどのようなものであろうか。代表的なものはか

なり浅めの大型で、鍔状口縁部は大きく外反し端部は舌状

を呈する（９）。なお Ras el-Basit で出土したモルタリア

では、口縁部が大きく外反し舌状を呈するもの、外反する

口縁部が短いもの、口縁部が断面方形状を呈するもの等が

ある。

（７）対スタンプ（図９）

モルタリアには主要なスタンプの陶工名以外にも、対を

成すスタンプを使うことがある。それには、各種の文字と

綾杉文といわれる文様を刻んだスタンプがある。特に文字

スタンプは、様々な情報を示すスタンプとしても重要であ

る。それらには次のようなものがある。

まず LVGVDV に関する１群である。これには簡略さ

れた表現で、LVGVD、LVGD、LVGV やＬだけの表示等

様々である。中にはＬだけで表現するものもある。さらに

他の文字である F や FEC、FECIT 等と組み合わせたもの

もある。このように様々に表現する LVGVDV は何を示

すのだろうか。この LVGVDV は産地を示すのではない

かということである。Hartley 氏によると次のようである

（Hartley 1968、1998a）。LVGVDV は Lugdunum か

Lugudunum の地名としてロンドンと Verulamium の間

にある場所で、このスタンプは Albinus が使ったもので

あると。そして LVGD.F のスタンプを伴う Oastrius（55

年から 80 年頃の陶工）のモルタリアが、Verulamium

地域の Bricket Wood 窯で発見されたとのことを踏まえ

て、この Bricket Wood 窯のある場所が Lugdunum か

Lugudunum と指摘する。なお Ripanus のスタンプに、

LVGVDV/FACTVS とのスタンプがあり、LVGVD の工

場という意味であろうか。

もう少し詳しくこの種のスタンプを見ると、LVGVD

（LVGVD、LVGD 等）は、単にＬとして FECIT や FEC

と組み合わせた L.FECIT、LVGD.FEC 等がある。今こ

の種のスタンプを使った陶工として、Albinus を中心

に Oasrius、Ripanus（Q.Rutilius Ripanus）がいるが、

Albinus のスタンプでは、LVGVDV 単独は少数で、Ｆ

や FEC と結びつけた F.LVGVD、FEC LVGD、LVGD.

F、LVGD.FEC 等があり、LVGD.F のみ Oastrius と文字

を共有している。なおⅠ類で L.ARRCA/LVDV F とする、

L.Arrius Caludus と LVDV それに F を組み合わせたもの

もある。

対スタンプとして、FECIT や FEC 単独のものや単に

Ｆと表すものがある。いずれも FECIT が正式な表現かと

思われるが、Ｆ（actum）の可能性もある。FECIT につい

図７　London 出土モルタリアスタンプ（縮尺１～７．１：２、8 ～ 13．１：８、Hartley 1996 より作成）

ローマ帝政期のモルタリアスタンプ
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て は、 次 の よ う な 資 料 が あ る（Collingwood and

Wright1994）。焼成前のモルタリウムに、T Λ･ MII ･ SV ･

BV ･ GVS ･ FII ･ CIT とあり、これは Tamesubugus fecit

と読め、Tamesubugus made（this）で Tamesubugus

が（これを）作った、という意味である。

対スタンプではなく、Ⅰ類で人名に伴う次のような

資料もある。DECANI/OFECIT（Decanio と Fecit）、

MELVS/FECI（Melus と Feci）、CASTVS/FECIT（Castus

と Fecit）、SVMMACVS ･ ARO/NTVIS ･ FIL ･ FECIT

（Summacus ･ Arontus と Fil ･ Fecit）等と、それぞれの

陶工が作ったことを示すのであろう。FECIT に関連す

る陶工は、Summacus、Ripanus（Q.Rutilis Ripanus）、

Doinus、Moricamulus、Matugenus、Gissus、Melus、

G.Attius Marinus、Castus、Saturninus、Decanio 等で

ある。

なお Doinus と Gissus の対スタンプに EECIT がある。

これはおそらく FECIT とすべきところを間違って最初の

文字を F ではなく E としてしまったのだろう。同じ窯の

陶工と思われるところが興味深い。

さて LVGVD や FECIT 等のスタンプを使う陶工は、

Verulamium 地域で生産活動を行っていたことが分かる。

フランスでも出土するとされる LVGVD に関係したスタ

ンプの産地を同定する必要性もあるが、現状では、その

多くが Verulamium 地域の陶工であった。ただ関係する

陶工については、いくつかの特徴が見出せる。LVGVD

関連では、出土数からして、Albinus を中心にごく限ら

れた陶工群に共通のモルタリア生産であった。それに

比べて FECIT 関連の陶工は 11 人と数が多く、一部に

Verulamium 地域ではない陶工が含まれる。１人はフラ

ンス地方北部の陶工かと思われる Summacus であり、も

う１人は Wilderspool の Decanio である。いずれもⅠ類

で対スタンプではないが、Summacus については、55 年

から 85 年頃の陶工であり、初現ともからんで注意すべき

存在である。もう１人重要な陶工が Ripanus（Q.Rutilius 

Ripanus）で、LVGVD と FECIT 両方の対スタンプを使っ

た唯一の陶工である。

いずれにしても LVGVD や FECIT に関係する陶工は、

Albinus や Ripanus（Q.Rutilius Ripanus）を中心に、

Verulamium 地域でモルタリアを生産し、今のところ具

体的な窯として、Bricket Wood と Brockley Hill 窯があ

げられる。

５．刻銘陶工

数少ないが、焼成前のモルタリウムに刻まれた銘文があ

り、その中に陶工の名前が登場する。いずれもブリテンの

例で次のようである（Collingwood and Wright 1994）。

① Wanborough（古名 Durocornovium）出土モルタ

リウムの口縁部に、BELI Λ TVS（Beliatus）とある。彼

はケルト系の陶工で４世紀代である。

② Oxford にある Churchill Hospital の窯跡より出土

したもので、１つのモルタリウムの２か所に次のような

図８　Syria 産モルタリアスタンプ（縮尺１～８．１：２、９．１：８、Hayes 1967、1997 より作成）
１･２．Al Mina、３･４．Ras el Basit、５．Jerusalem、６･７･９．Athens、８．Risingham

１．KACCI ／ANOY（Kassianou）、２．ЄЄYKA ／PΠIA（Eukarpia）、３．ΔIONЄ I ／ KOY （Dioneikou）、4．ALEXAN ／DRILADA（Alexandrilada）、
５．ΔIOΦAN ／TOYBO

・・
（Diofantoubou）、６･７．ЄPMOΓ／ЄNOYCI（Hermogenous）、８．ЄIPHNAI ／ЄYTYXI （Eirēnaieutuchi）
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刻銘がある。a○口縁部に、TΛ・MII・SV・BV・GVS・

FII[…]、b○外面上方に、[…]MII・MII・SV・BV・GVS・

FII・CIT とある。これは、’Tamesubugus fecit’との刻名

で、Tamesubugus made（this）、つまり「Tamesubugus

が（これを）作った」ということを示している。この

Tamesubugus はケルト系の名前である。時期は不明。

③ Wilderspool 出土モルタリウムの口縁部に TAVRI III

とあり、これは Taurus の生産を示す。100-125 年のも

のである。

④ Caerleon（Isca）出土のモルタリウムに、VALIRIVS 

MARIALS とあり、これは Vali（i）rius Mar（t）ial（i）s で

Valerius Martialis という陶工を示す。１世紀後半のもの

である。

いずれも名前はラテン語表記がなされているが、②の例

にあるように、以前よりこの地にあって陶器生産に従事し

ていたであろうケルト人の名前がある点は注目すべきで

あろう。

なお焼成後の刻銘文には、モルタリウムの所有者を示す

文字が多いようだ。

６．スタンプの陶工名

これまでにⅠ類（２段名のスタンプ）、Ⅱ類（１段名の

スタンプ）、Ⅲ類（名前と対スタンプ）の３つにスタンプ

を分類し、Ⅲ類の対をなす１つを除いて、いずれも陶工

名のスタンプであるとの前提で説明してきた。その陶工

名にも色々な名前があった。200 を超える陶工名の多く

は、例えば Albinus とあるように、おそらく姓名を記し

たものであろう。先に陶工 Q.Valerius Veranius に関して、

古代ローマでは、Q が第一名、Valerius が第二名の族名、

図９　LVGVD・FECIT 関連モルタリアスタンプ（縮尺１：２、各報告書より作成） 
１～８．Albinus（Hartley 1968、1972、1978d、1993、Davies 他 1994）、９・10．oastrius（Bush-Fox 1928、Hartley 1984a）、
11．Matugenus（Davies 他 1994）、12．Doinus（Castle 1972、Hartle 1972b）、13．Melus Ⅰ（Bush-Fox 1928）、
14．Decanio（Hartley 1992a）、15．Melus Ⅰ（Hartley 1972a）、16．Moricamulus（Hartley 1972a）、
17．Marinus（Cunliffe 1968、Hartley 1968）、18．Marinus（Castle 1972、Hartle 1972b）、19．不明（Cunliffe 1968、Hartley 1968）、
20．Gissus（Castle 1972、Hartle 1972b）、21．Marinus（Hartle 1984a）、22．Doinus（Cunliffe 1968、Hartley 1968）、
23．G.Atius Marinus（Cunliffe 1968、Hartley 1968）、24．Matugenus（Castle 1972、Hartle 1972b）、
25．Marinus（Bush-Fox 1932）、26．Summacus（Bush-Fox 1949）、27．Litugenus（Cunliffe 1968、Hartley 1968）

ローマ帝政期のモルタリアスタンプ
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Veranius が第三名の姓名であるとするが、Matugenus が

Albinus の子供とすれば、Matugenus は姓ではなく名で

ある可能性が高い。こうした例がどのくらいあるのかは不

明である。

ところで、陶工名を第一名から第三名のフルネームで

記すスタンプは多くないが、筆者のデータでは 29 名であ

る（表２）。この内訳を見るとブリテンでは少なく、ほと

んどが大陸の陶工である。イタリア 12 名、フランス８名

で、特にイタリアで判明する陶工名はほとんどがフルネー

ムである。このようにフルネームをもつ陶工は、ローマ帝

政期において市民であったと思われる。それがブリテンで

は姓名だけのスタンプが多いということは、社会における

各陶工の社会的立場を反映した結果であろうか。

この陶工群に関しては、第一名と第二名を同じくする

陶工名がある。まず G.Atisius 族で Gratus、Sabinus、

Secundus の３人が判明する。彼らはフランス地方

の Aoste で、50 年から 85 年頃に生産活動が認められ

る。Gillam236 型式と呼ばれる小型で大きく下方に外

反した口縁部を特徴とする。最も多くの陶工名をもつの

が Q.Valerius 族で、Veranius、Esunertus、Suriacus、

Se ････（Secundus ？）等が知られ、いずれも 65 年から

100 年頃、フランス北部で生産活動に従事していた。特

に多くのスタンプが判明する Veranius に関しては、産地

として Bavay が考えられ Gillam238 型式を生産した。注

目されるのがイタリアの陶工群で、L.Lurius 族（Maximus、

Priscus、Verecundus）、Statius Marcius 族（Amthus、

Restitutus、Stator）等であるが、どのような型式のモル

タリアを生産していたのか、十分なデータがなくよく分か

表２　full name 陶工名
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らない。いずれも１世紀代の陶工達である（イタリアの陶

工に関しては、Hartley 1973a）。

先にあげた Q.Valerius Veranius のスタンプをみても

様々なものがあった（図３）。いったい１人の陶工がこの

ように多数のスタンプをモルタリアに使ったのだろうか。

それとも１人の陶工の周りに幾人かの陶工が集団をなし

て使っていたのだろうか。今判明している範囲で、各陶

工に関係するスタンプの型をあげてみよう。最も多くの

型が判明しているのは Q.Valerius Veranius の 12 型で以

下次のようである。Castus9 型、Q.Val.Se（Q.Valerius 

Se ･････）８型、G.Attius Marinus ６型、Albinus ６型、

Matugenus ６型、Devalus ５型、Doccas ５型、Doinus

４型、Sollus ４型、Regalis ３型等である。他にもあるが

主要なものをあげるとこのようになる。

Q.Valerius Veranius の場合、陶器の型式からして、一

世代 30 年間の生産期間が考えられるが、そのうち少なく

とも 12 以上の型を使っているわけである。つまり３年に

一度はスタンプを作り変えていたことになるが、合理的な

解釈だろうか。彼のスタンプをみれば大きく２種類、名前

を２段に分けたスタンプと姓名だけのスタンプに分けら

れる。彼は大陸のフランス地方の Babay での活動が考え

られていて（Hartley 1998a）、そこでは２種類のモルタ

リアスタンプが出土している。今のところ他の産地が指摘

できない状況では、スタンプの種類と産地とを関連付ける

こともままならない。

１人でこのように多くのスタンプを使ったとの解釈以

外には、これだけ多数のモルタリアスタンプが発見され

ているのであるから、彼を中心とする工人集団の存在を

スタンプの種類と関係付けて解釈することも可能であ

る。つまり大きくは２つの陶工群を統括する人物としての

Q.Valerius Veranius の存在を。各スタンプとモルタリア

との特徴を比較検討する必要があるが、現状ではできてい

ない。

最も多くのモルタリアスタンプが出土したのが Albinus

である。彼は少なくとも６型を使っていたが、60 年

か ら 90 年 の 一 世 代、 ５ 年 に １ つ の 型 で あ る。 彼 は

Verulamium 地域に点在するいくつかの窯場での生産が

考えられ、時期と産地別によるスタンプの相違も考えられ

る。あるいはこのスタンプの種類から、最も整ったスタン

プを Albinus のスタンプとして、他は彼を取り巻く陶工

群とすることも可能だろうか。その場合、Albinus だけの

ものと、F.LVGVD といった場所を示すスタンプの２種類

が考えられ、２つの陶工群との考えも成り立つ。

１人の陶工が使ったスタンプの例として、Regalis の

スタンプを取り上げてみよう（Hartley 1997a）。筆者の

見る限り、Regalis には３型が考えられる（図 10）。字体

は読みにくいが、小さな名前に大きな山形様の文様を周

囲に配置するもの（１）、逆スタンプで REGALIS が連結

文字となり綾杉文を上下に配置するもの（２）、逆スタン

プだが REGALIS がそれぞれ一文字ずつ丁寧に刻み込ま

図 10　Regalis モルタリアスタンプ（縮尺１～３　１：２、５～ 11　１：８、Hartley 1997a より作成）
１・２・５～ 11．Ellingham、３・４．Colchester 

ローマ帝政期のモルタリアスタンプ
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れ綾杉文を周囲に配置するもの（３・４）である。この

Regalis については産地が判明している例として重要であ

る。Colchester 窯で出土したもの（３・４）、Ellingham

窯出土のもの（１・２）である。これだと産地の違いがス

タンプの違いとして分かる。少なくとも場所を異にしてス

タンプも違っていたのである。Regalis は Colchester で

１個の型、Ellingham で２個の型を使ったということで

ある。

ただ Regalis がそれぞれに３つのスタンプを使ったと

しても、Ellingham 窯では、例えば１つのスタンプは

幾種類もの口縁部に施してあり（例えば５・６と７～

11）、この点をどのように解釈すればよいのか。大きな

特徴は、Colchester 産の特徴的なモルタリアが一部この

Ellingham 窯でも出土している。多くは Ellingham タイ

プのモルタリアであり、明らかに Ellingham 用のスタン

プを使ってモルタリアが生産されている。いずれにしても

Regalis は 170 年から 190 年頃の生産者として、20 年間

に２ないし３個の型を使った。つまり、とても陶工集団を

想定できるような生産者ではなかった。

いくつかのスタンプを１人の陶工が時期を違えて使っ

た例として、Brockley Hill 窯の Doinus をあげてみよう。

Doinus には A から D の４種類の型が分かっていて、70

年から 110 年頃の陶工である。この間に４つの型を使っ

たわけで、各型とモルタリアの変遷とを関連付けると、各

型が時期を異にして使われていたことが推測される。型と

モルタリアの関係の変遷を辿ってみると次のようである

（図 11）。

まずＡ型のモルタリア（１）は一番古くて 70 年以降、

続いてＢ型のモルタリア（２）が 75 年以降、Ｄ型のモル

タリア（３）は 80 年以降 110 年頃までと、Ｃ型のモルタ

リアについては不明だが、Ａ型からＤ型へと新しくなって

いく。つまり初期のＡ型モルタリアから最終期Ｄ型モルタ

リアへは、口縁部の下方への折れ曲がりが弱くなってい

く。こうした変遷によれば、時期を異にして４つの型を

Doinus が使っていたと推測されるのである。

このように陶工名に関わるスタンプの型の数は、生産

集団の大きさに関係していると推測することもできる。

Doinus のスタンプのように、モルタリアの変遷と関連付

けて、１人の陶工の活動の軌跡を辿ることも可能だが、多

くのスタンプの場合、そのように詳細な変遷を辿ることは

できない。１つの陶工名に関わるスタンプ群は、今後の課

題となるであろうが、やはり１人の陶工に関わる多くの型

は、陶工集団として認識する方が合理的かもしれない。こ

の問題に焦点を当てることは考古学上重要である。

７．陶工とモルタリア

モルタリアのスタンプは、１・２世紀に限って施される

が、モルタリアは陶工によって特徴があり、陶工群の把握

も可能である。そうしたモルタリアとスタンプ、陶工との

関係を見ていきたい。図 12 をご覧いただきたい。残念な

のは、スタンプが施された場所である口縁部の残りが悪

く、モルタリアの型式判断できる資料が少ない。従って極

めて限られた資料ということになる。

モルタリアには Gillam238 型式がある（モルタリアの

分類については Gillam 1957）。特徴は先にもあげたが、

横かやや下がり気味に大きく張り出した幅広の鍔状部は

端部が小さく肥厚する口縁部で、口縁部内側のわずか下

がった所には突起が一周する。実は Gillam239 と分類さ

れた型式も Gillam238 と極めて類似していて、口縁部が

ほぼ真横に開く点に違いがあるが、モルタリア研究上、ほ

ぼ同じような型式であるとして Gillam238 とされる。

この Gillam238 を多数残すのが Q.Valerius Veranius

である。スタンプの種類による違いがあるのだろうか。３

種類のスタンプとそれぞれに関係するモルタリアをあげ

た（１～３）。その特徴を見ると、口縁部の外側への開き

図 11　Doinus モルタリア（縮尺　１：８、Castle 1997 より作成）
１．DoinusA、２．DoinuaB、３．DoinusD
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具合に多少の違いはあるが、大きな違いは認められない。

ただ内側突起については、多くが明瞭な突起をなすが一部

不明瞭なものもある（１か）。これが時期差をしめすのか

どうか不明である。

同 じ く Gillam238 型 式 の モ ル タ リ ア を 生 産 し た

Q.Valerius Suriacus のモルタリアを見ておこう（４）。

幅広く外側に張り出した口縁部に明瞭な突起があり、

Q.Valerius Veranius のモルタリアと特徴を同じくす

る。ただ Q.Valerius Veranius のモルタリアと比較して、

Q.Valerius Suriacus のモルタリアは全般的に薄作りで華

奢な感がある。このように同じような特徴をもっていて

も、陶工による多少の違いが見て取れる。

今 Gillam238 型式のモルタリアを生産した陶工として

Q.Valerius Veranius と Q.Valerius Suriacus をあげたが、

この種のモルタリアを生産した陶工として、他にも 10

名以上の陶工達がいて（他に Cacumattus、Vassonus、

図 12　モルタリアスタンプ（縮尺　スタンプ　１：２、モルタリア　１：８、各報告書より作成）
１～４．Q.Valerius Veranius（Hartley 1991、1995）、５～９．Albinus（Frere 1972、Hartley 1972a、Davies 他 1994）、
10 ～ 12．Doinus（Castle 1972、Hartley 1972b）、13 ･ 14．Mtugenus（Hartley 1978d、Davies 他 1994）、
15．C.C.M（Hartley 1992a）、16．Granius（Hartley 1995）、17．Q.VAL.SE（Q.Valerius Se ････、Davies 他 1994）、
18．Gratus（Davies 他 1994）、19．Saturnini（Hayes 1997）、20．Q.Lucilius Crescens（Frere 1984、Hartley 1984a）

ローマ帝政期のモルタリアスタンプ
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Cassarius、Gracil is、T.IV.AF、C.Iulius Priscus、

LitugenusII、Lossa、Orbissa、Q.Valerius Esunertus

等）、65 年から 100 年頃の間にフランス地方の Bavay や

Noyon（Oise）で生産していたことが考えられる（Hartley 

1998a）。

Gillam238 型式はフランス地方で生産されたモルタリ

アとして、スタンプの数からすれば主流ではなかった。主

流は口縁部が下方に曲がる型式で、何人かの陶工に関係し

たモルタリアをあげて特徴をあげてみよう。典型的なもの

を Albinus のモルタリアで説明する。大きく強く下方に

曲がり端部が舌状をなす口縁部にしっかりとした突起が

特徴である。いずれもが同じような口縁部である。

同類のモルタリアをいくつか示そう。Doinus のモルタ

リアである。少なくとも４つの型が知られていて、それ

ぞれが伴ったモルタリアには多少の変化があることは先

に述べた（図 11）。Albinus の子供とされる Matugenus

のモルタリアは、やはり父親のモルタリアと比べて、

Doinus モルタリアと同じように、口縁部の曲がり方が弱

くなっている。さらに C.C.M と Gratinus のモルタリアを

見ると（15 ･ 16）、口縁部の下方への曲がりが弱くなって

いく。この両者のモルタリアをAlbinus系のものとすれば、

口縁部の変化がある程度把握でき、編年上重要な根拠を示

すことにもなる。

ここでは２つのモルタリア群、Q.Valerius Veranius の

モルタリア群（１～４）と Albinus のモルタリア群（５

～ 16）をあげ、それぞれの群の特徴をスタンプに即して

説明した。それではこれら２つの群はどのような伝統、陶

工に連なるのだろうか。古いスタンプとモルタリアをあげ

てみよう。まずイタリアの Saturnini のスタンプ名をもつ

モルタリウムである（19、Hayes 1997）。口縁部に特徴

があり、厚くて狭い鍔は直線的で内側にも突出する。一方

Albinus 群では、フランス地方の Aoste 等で生産された、

G.Valerius Gratus や Q.VAL.SE（Q.Valerius Se ････ ･ ･）

等の陶工が関係した Gillam236 型式のモルタリアは独特

の形をしている（17 ･ 18）。小型で幅広の大きな鍔はほぼ

直線的に斜め下方に屈折し、内側には明瞭な突起をもつ。

Saturnini のモルタリウムは 1 世紀前半で、Gillam236 は

50 年から 80 年頃のものである。今のところ、このよう

にイタリア産モルタリアと Q.Valerius Veranius モルタリ

ア群、Gillam236 と Albinus モルタリア群といった関係

を想定することしかできない。

８．モルタリアスタンプからみた生産体制

産地出土のモルタリアスタンプはあまり多くはないが、

いくつかの著名な産地資料から生産規模が想定できると

ともに、産地のスタンプを辿ることにより陶工の移動も分

かる例がある。ローマ陶器研究のモルタリアでは、胎土の

特徴によって陶工をそれぞれの産地に分類する。

そうした産地とスタンプ、陶工との関係において、注

目される産地と陶工を見ていこう。まず２世紀後半の

Ellingham 窯である。ここでは短期間に２基の窯が存在

したいたらしく、そのうちの１基が調査された。先にも説

明したが、具体的なスタンプとして Regalis と Lunaucis

２人の人名スタンプと彼らに関係したと思われる対スタ

ンプの綾杉文スタンプ、さらには trademark スタンプ

の４種類があり、その内容は次のようである（Hartley 

1997a）。調査された窯では、Regalis と Lunaucis 以外に

多く出土した Herringbone と Trademark の両スタンプ

は、前者が Regalis と何点か使われていたとはいえその数

から言っても独立した陶工の存在が指摘されている。同じ

く Trademark スタンプについても、今のところ Regalis

と Lunaucis との関連は不明で、やはり独立した陶工の

存在が指摘されている。このように Ellingham 窯では、

Regalis、Lunaucis、Herringbone、Trademark ４人の

陶工の存在が考えられている。

次の指摘も注目される。モルタリア類は調査された窯の

構築物（窯壁等）に使われる形で出土するものと現窯に関

係したモルタリアとの２種類があり、出土したモルタリア

類は２つの時期に分けられるという。そして現窯以前の時

期（Ⅰ期）と現窯の時期（Ⅱ期）に分けた場合、Ⅰ期・Ⅱ

期とも想定される４人の陶工に関係するモルタリアが出

土しているが、仔細に見ると、Ⅰ期の主体は Regalis であ

り、Ⅱ期の主体は Lunaucia と Trademark の陶工であり、

Herringbone 陶工は両時期にほぼ半々である。

陶工とモルタリアの関係をご覧いただきたい（図 13）。

２種類ある Regalis のスタンプは、ほぼ２種類のモルタリ

アに使われていた。Lunaucis のスタンプは非常に読みに
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くいが（１・５）、彼のスタンプも Regalis 同様ほぼ２種

類のモルタリアに使われている（６）。両陶工が生産した

モルタリアは同じようなものだった。各陶工とも、２種

類のスタンプを使って２種類のモルタリアを 170 年から

190 年頃の間に生産していたようだ。

この窯の場合、想定される２基の窯を４人がどのよ

うに共有していたのかは不明だが、Ⅰ期の窯は Regalis

を中心に Herringbone 陶工、Ⅱ期の窯は Lunaucis と

Trademark 陶工さらに Herringbone 陶工が個別のスタ

ンプを使いつつ、同じような形のモルタリアを生産してい

たことになる。つまりモルタリア中心の生産体制は小規模

であった。窯を共有していたのである。

次のような例もある。粗製陶器を焼いた６基以上の窯

が調査された Rossington Bridge 窯では、５基からモル

タリアが発見され、次のような８名の陶工に関わるスタ

ンプが明らかにされた（Hartley 2001）。つまり Sarrius、

Setibogius、Secundua、Diccia、Virrinus、Icotasgus、

Gratinus、Doccas の８名で、このうち最初の 5 名はこの

図 13　Ellingham　窯出土 Regalis ･ Lunaucis　モルタリアスタンプ
（縮尺１・５・10・17．１：１、３～４・６～９・11 ～ 16・18．１：８、Hartley 1997a より作成）

１～９．Lunaucis 、10 ～ 18．Regalis

ローマ帝政期のモルタリアスタンプ
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窯跡でモルタリアを生産していた陶工達である。それ以外

は、Mancetter-Hartshill で生産されたモルタリアの陶工

達であるが、Sarrius に関しては、その中に一部胎土等の

特徴からして、Mancetter-Hartshill で生産されたものが

含まれている。

注目されるのは４号窯で、ここからは主に４人のスタン

プが出土している（図 14）。つまり Sarrius、Setibogius、

Secundua、Diccia の４人である。特に前者の３人はこ

の窯を共有していたことが推測される。注目されるのが

Sarrius の存在である。いくつものスタンプが出土してい

て（３）、彼はこの窯あるいはこの生産地での主導的陶工

であった可能性がある。

次のようなスタンプがある。普通１人のスタンプを

使うが、ここでは１つのモルタリウムに２人のスタン

プを使った例で、Sarrius と Secundua（１）、Sarrius

と Setibogius（２）とある。つまり Sarrius を中心に

Setibogius と Secundua の２人がモルタリウムを共有し

ているのである。通常考えられるのは、このようなモルタ

リアの生産に Sarrius が２人と関与しているということで

ある。Secundua の場合、彼個人のスタンプも発見されて

いて（４）、各陶工単独のモルタリアもあった。

このように見てくると、この窯では、Sarrius を中心と

した陶工集団の存在も浮かび上がってくる。なお Sarrius

の生産活動は 135 年から 170 年頃の間が考えられるが、

４号窯を中心とした活動期間は 155 年から 160 年頃との

指摘である。

陶工と個々の窯の関係は、Ellingham と Rossinhton 

Bridge では２人ないし４名ということだが、産地という

ことでは、Rossington Bridge の場合５名程の陶工集団と

いうことである。

図 15 をごらんいただきたい。先に Doinus のスタンプ

の種類とモルタリアの時期的変化について述べたが、各陶

工のスタンプは、モルタリアの編年を考える上に、重要な

年代的根拠を提供する。図には８人の陶工とモルタリアを

あげたが次のようである。

１．Saturnini（１-60 年）

２．Q.Lucilius Crescens（75-90 年）

３．G.Atisius Gratus（50-85 年）

４．Albinus（60-90 年）

５．Doinus（70-110 年）

６．Matugenus（80-125 年）

７．C.C.M（115-165 年）

８．Gratus（130-165 年）

９．Q.Valerius Veranus（65-100 年）

ローマ帝政期のモルタリア文化といえば、ローマ共和期

を含め、イタリアのモルタリアが重要な位置を占める。イ

タリアのローマ共和期モルタリアは、複合口縁が伝統的に

重要である。実際のところ、イタリアのモルタリアが各地

に拡散していくとしても、ここにあげた Saturnini のよう

なモルタリアは、イタリアの中で伝統的に確認し得ないの

が現状である。しかし帝政期になると、この種の口縁部を

もつモルタリアが一般的になる。伝統的な複合口縁部をも

つモルタリアは、１世紀のごく初期にかけフランスからド

イツ西部で生産され使用された。

それでは、１世紀以降の２種類のモルタリアはどこにつ

ながるのだろうか。重要な遺跡として、ドイツの Haltern

遺跡がある。この遺跡は、Augustus がライン川とエルベ

川との間に造ろうとした砦で、歴史的事象とコインから、

B.B.7 年から A.D. ９年の年代が与えられている、ローマ帝

政期の考古学的遺物を考える上に極めて重要な遺跡であ

る（Loeschcke 1909）。この遺跡では、次のようなモル

タリアが出土している（図 16）。Loeschcke 分類ではタ

イプ 59（１～ 10）と 60（11 ～ 13）で、後者のタイプ 60

は鍔付口縁部をもつタイプで、特に 12 は、Saturnini や

Q.Lucilius Crescens といったイタリア陶工のモルタリア

に、さらには Q.Valerius Veranius のモルタリアとも類似

図 14　Rossington Bridge 窯スタンプ ( 縮尺１：２、Hartley 2001
より作成 )
１．Sarrius ･ Secundua、２．Sarrius ･ Setibogius、
３．Sarrius、４．Secundua
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点を見出すことができる。この Haltern のモルタリアを

基点として、モルタリアの展開を考えることができるか

もしれない（Ogino 2001）。近年この Haltern において、

この軍事施設に伴って生産されたと考えられる陶器生産

の窯が発掘された（Rudnick 2001）。砦とも密接な関係

があるとの性格から、この陶器生産が軍人によるものであ

ることも考えられる。そしてこの窯では、タイプ 59 と呼

ばれる複合状口縁部をもつモルタリアが間違いなく生産

されていた。

このようにみると、複合状口縁部のモルタリアは、ま

さしく紀元前後を中心としたモルタリアであり、Usk 遺

跡の状況等より、ほぼ Claudius 帝段階（41-54 年）で

この種のモルタリアは終焉を迎える。Haltern のモルタ

リアのうち、12 のモルタリウムは、ひいては Q.Valerius 

Veranius のモルタリアにつながり、11 や 12 のモルタリ

アは、G.Atisius Gratus から Albinus のモルタリアにつ

図 15　スタンプによるモルタリアの変遷（縮尺１：８、各報告書より作成）
１．Saturnini（Hayes 1997）、２．Q.Lucilius Crescens（Frere 1984）、３．G.Atisius Gratus（Davies 他 1994）、
４．Albinus（Davies 他 1994）、５．Doinus（Castle 1972）、６．Matugenus（Davies 他 1994）、
７．C.C.M（Hartley 1992a）、８．Gratus（Hartley 1995）、９．Q.Valerius Veranius（Hartley 1991）

ローマ帝政期のモルタリアスタンプ
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ながっていく。この種のモルタリアは、鍔状口縁部の広が

りと下方への折れ曲がりはがそれほど明瞭ではないが、内

面の突起が極めて明瞭で古いタイプかと考えられる。

そしてスタンプを含め、ローマ陶器編年上重要な基準と

なるのが、Haltern も含め歴史的な出来事である。それが

ブリテンで起こった、「Boudican Revolt」と呼ばれる出

来事である（Boudicca の反攻については Sealey1997）。

これは Claudius ローマ軍の侵攻・支配に対し、東部イ

ングランド Norfolk の Suffolk 地方に住む古代ケルト族

Iceni 族の女王である Boadicea（別称 Boudicca）によ

る反攻であった。その彼女を中心とする一軍が 60 年か

ら 61 年にかけ、Colchester（Camulodunum）、London

（Londinium）、Verulamium 等を攻撃したが敗北したと

いう歴史的出来事である。

この反攻の痕跡がローマ陶器の編年に有効な情報を与

える。なかでも Colchester の調査に際し、Boudicca の破

壊層に挟まれるような遺構であった、１つは North Hill

においての成果で、13 個の未使用モルタリアを扱う公式

の店が発見され、モルタリアではないが、High Street で

は、Gaule-Norlish 産の精製陶器であるサミアン陶器を扱

う２つの店が発見されている。こうした資料を背景に、こ

の 60 年から 61 年を境にした年代が、モルタリアにおい

ても重要な年代であり、モルタリアの形式的変遷を考える

上において、その年代的根拠にもなっている。そしてスタ

ンプでいえば、Albinus を始めとして Sollus や Libinus

等の特徴をもつモルタリア群が 60 年を挟んで位置づけら

れる。一方で、Q.Valerius Veranius 等の一群は、この歴

史的事象より後の年代として位置づけられる。

なお系統論としては、紀元前後のタイプ 60 とされる一

群のデータが不足しており、この種のモルタリアを正しく

辿ることは今のところできていない。

既に指摘したように、１世紀前半のモルタリアが

Saturnini のモルタリウムで口縁部に特徴がある。このよ

うなモルタリアの特徴は、イタリアではその後も引き続

き生産され、1 世紀後半の Q.Lucilius Crescens モルタ

リウム（75-90 年）に窺える。その特徴は、Q.Valerius 

Veranius のモルタリウムに見られるように（９）、フラ

ンス北部を中心に生産された一群である Gillam238 型式

に認められるが、この一群が２世紀にかけどのように受け

継がれていくのか判然としない部分がある。ただ、この種

の口縁部をもつモルタリアは、２世紀後半、ドイツ西部

ケルン近くの Soller 等で生産されている（Haupt 1984、

Hartley 1984c）。両者にはギャップがある。

９．モルタリアスタンプからみた陶工の移動と

陶工の歴史　　　　　　　　　　　　

モルタリアスタンプ研究で注目されるのは、陶工の産地

移動が具体的に指摘できることである。実際に窯跡からモ

ルタリアスタンプが出土して辿れる場合と、胎土等の特徴

から辿る場合がある。今判明する資料に基づいて陶工の

移動が指摘できる（→は陶工の移動。Tyers 氏や Hartley

氏による）。

① Ripanus（Q.Rutil ius Ripanus、55-80 年 ） 

Verulamium-region（Bricket Wood → Brockley Hill）

② Secundua（55-90 年） Colchester → Verulamium-

region

③ Albinus（60-90 年） Verulamium-region（Radlett 

→ Brockley Hill）

④ Doccas（85-125 年） Verulamium-region（Radlett 

→ Brockley Hill）→ Mancetter--Hartshill

⑤ G.Attius Marinus（90-130 年） Colchester → 

Radlett → Mancetter-Hartshill

⑥ Septuminus（100-130 年 ） Little Chester → 

Mancetter-Hartshill

⑦ Nidus（120-140 年 ） Verulamium-region → 

Mancetter-Hartshill

⑧ TMH（120-145） Colchester → Verulamium-

region

図 16　Haltern 遺跡（ドイツ）のモルタリア
（縮尺　１：８、Loeschcke 1909 より作成）
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表３　陶工の変遷（１）

ローマ帝政期のモルタリアスタンプ
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表４　陶工の変遷（２）
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表５　陶工の変遷（３）

ローマ帝政期のモルタリアスタンプ
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⑨ Sarrius（135-170）　Mancetter-Hartshill → 

Rossington Bridge → Bearsden

⑩ Nanieco（135-165） Mancetter-Hartshill → 

Wilderspool

⑪ Similis（135-170） Mancetter-Hartshill → Nene 

Valley

⑫ Regalis（170-190） Colchester → Ellingham

こうした陶工の移動を最も具体的に示すのが先にもあ

げた⑫の Regalis である。これまでに彼のスタンプは少

なくとも３種類確認されていて、そのうちの２種類は

Ellingham 窯のものであった。そしてもう１種類が著名

な Colchester の窯で発見されている。Colchester では 15

号窯等でモルタリアスタンプが出土し、独特な口縁部のモ

ルタリアを生産していた（Hull1963）。それはモルタリア

分類 499 型式と 501 型式で、Ellingham 窯でも同じよう

なものを生産した。このように Regalis は Colchester か

表６　陶工の変遷（４）
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ら Ellingham へと移りモルタリアを生産した。

ローマ帝政期、モルタリアを生産した陶工 200 人余り

を時代別に並べてみると次のようである（表３～６）。異

質で伝統を異にするシリアタイプのモルタリアは、２世紀

後半から３世紀にかけての最終的なモルタリア群である。

多くがギリシア語スタンプを使う彼らのモルタリアは、フ

ランス地方やブリテン等におけるモルタリアの伝統とい

うより、バルカンから北部のデキア地方（現クロアチア）

の伝統的形態である可能性がある（Hayes 1997）。

モルタリアがローマ帝国の支配拡大と関係あることは

すでに述べているところである。ローマ帝政期におけるモ

ルタリア生産は帝国拡大に伴う軍隊の派遣と関係があり、

そのローマ帝国文化にモルタリアは大きな役割を果たし、

それに伴って各地でモルタリアは生産されていく。

かの Augustus 帝によるローマ帝国の確立と共に、モル

タリア生産が拡大することは間違いない事実である。そう

したモルタリア生産拡大の一端を担ったのが、Saturnini

や C.Satrinius Communius、Statius Marcius Stator と

いったローマ市民の陶工達であった。モルタリア生産拡大

の第２期は、Claudius 帝によるブリテン侵略で、50 年代

に入ると、フランス北部やブリテンで生産が始まる。１

世紀第３四半期、ガリア北部では 25 人が確認できる。ブ

リテンで生産の中心になるのが Verulamium 地域である。

Verulamium は Claudius 帝侵攻に伴って成立する３大都

市の１つであり、15 名の陶工が確認できる。第４四半期

にも生産の中心は Verulamium 地域窯で 17 名の陶工が

確認できる。このように Verulamium 地域では１世紀後

半、延 32 名もの陶工がモルタリアを生産していた。

ローマ帝国最大領域となる 100 年前後、モルタリア

スタンプはほぼブリテンでの生産に限られ、引き続いて

Verulamium 地域で 20 人の陶工が確認できる。そして

もう１か所、Warwickshire の Mancetter-Hartshill で

は前半に 28 名の陶工が確認できる。それとともに小規

模な陶工群が各地に誕生する。一方生産の中心であった

Verulamium 地域では２世紀第２四半期、モルタリアス

タンプは姿を消す。そして後半期、ほとんどの所でモルタ

リアスタンプは姿を消す。モルタリアの口縁部が変化する

時期、スタンプを押す部位の大きな口縁部が小さくなりス

タンプが押せなくなる。これも１つの理由であろう。ただ、

１世紀半以上にもわたりモルタリアにスタンプを押し続

ける伝統が終わることは、単にモルタリアの形態変化を理

由とする以上の歴史的意味があるかもしれない。

おわりに

ここで取り扱った 200 人もの陶工は、モルタリア生産

に関わった生産者で、ごく一部を除いて専業的にモルタリ

アを生産した。ローマ陶器では器種別分業体制が鮮明で、

モルタリアとアンフォラとでは異なる生産者群によって

生産された。基本的に２つの器種にまたがる生産者はいな

い。陶器生産のあり方を考える上において、こうしたスタ

ンプは大きな情報源となる。アジアの陶磁器研究にはあり

えないことである。スタンプの種類からみた生産体制、ス

タンプの種類は何を表すのか、型式変化の意味は、生産期

間は等、考古学的にも興味ある情報が得られる可能性もあ

る。

陶工名のスタンプを扱ったとしても、ローマ帝政期に使

われたモルタリアからするとわずかなものである。必要な

ことは、少数のスタンプからモルタリア文化の実態に迫る

ことである。そのためにも、さらに多くのモルタリアスタ

ンプを集め、個々のスタンプの詳細な分析を通じて各陶工

の特長を把握・比較し、歴史的に解釈することが必要であ

ろう。

[ 謝辞 ]　イギリスの K.F.Hartley 氏からは、多数のローマ

陶器に関する文献を送っていただいた。氏からの提供なく

しては当小論も成り立たなかった。氏の協力に謝意を表し

たい。
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